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Fullerene, an allotrope of carbon, is very stable and highly electro-receptive. Therefore, it has 
attracted attention in various fields. Recently, our research group has developed a 
photosynthetic method of soluble fullerene derivative PCBM. In this reaction, it was suggested 
that fullerene was like to be responsible for intermolecular electron transfer. In this poster, we 
report photo radical reduction in which fullerenes act as photocatalyst. 
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炭素の同素体であるフラーレンは非常に安定な化合物であり、電気受容性が高いこ

とから様々な分野で注目されている。最近、我々の研究グループで開発した PCBM を

含むフラーレン誘導体の光合成法において、光照射下にてフラーレンが分子間の電子

の授受を担っている可能性が示唆された 1)。このような光照射下におけるフラーレン

の挙動から着想を得て、本研究ではフラーレンを光触媒として利用することによる新

規光ラジカル還元反応の開発を検討した。臭素化物を触媒量のフラーレン C60および

還元剤存在下、白色 LED 照射下にて攪拌することで、還元体を高収率で得ることに

成功した。また、本光ラジカル還元反応はフラーレン C60だけでなく、同じフラーレ

ン類である C70や PCBM も光触媒として機能することが明らかとなった。発表では詳

細を述べる。 
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